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【日時】2021年 7月 26日（月）21:00-24:00 

2021年 7月 27日（月）21:00-24:00 

2021年 7月 28日（月）21:00-24:00 

2021年 7月 29日（月）21:00-24:00 

2021年 7月 30日（月）21:00-24:00 

【会場】Zoomによるオンライン開催 

【世話人】押川 正毅 (物性研)、岡 隆史 (物性研)、Gang Chen (Hong Kong University)、Roderich Moessner (Max-

Planck Institute PKS)、Ashvin Vishwanath (Harvard University) 

【URL】 https://oka.issp.u-tokyo.ac.jp/ntqcmt2021/ 

 

物質は、相転移やダイナミクスなどにおいて、多様でエキ

ゾチックな量子現象が発現する舞台ともなっている。特に

顕著な量子現象を示す「量子物質」には様々な物質群が含

まれており、それらの背景には、自由度間の強い相互作用

や特異な電子構造などがある。物質開発や実験研究の進展

にも刺激され、理論的な研究は幅広く非常に活発であり、

また、とても国際的なものとなっている。 

 

本ワークショップは、量子物性理論研究の最新の進展に

フォーカスして開催した。また、昨今の Covid-19 の影響

で、特に若手研究者の国際交流や成果発表の場が減ってい

る現状を踏まえ、本ワークショップはオンライン形式で、

国内そして国外で著しい成果をあげている若手理論研究者

を発表者の中心とし開催することで、この状況を改善する

ことを目指した。開催にあたって特に参考としたのがマッ

クスプランク複雑物理学研究所(ドレスデン)にて隔年で開

かれる “Korrelationstage” 研究会である。これは主にド

イツ国内の若手研究者のための研究会で、最先端の研究成

果を発表し、互いに刺激を与えるとともに、スポットライ

トをあてることでキャリアパスにプラスになるように意図

されている。 

 

ワークショップは、量子物質に関連して、幅広く、そして、

将来的な展望や発展が期待される話題を中心としてプログ

ラムを構成した。講演で取り上げられた主な話題として、

ねじれた二層グラフェン、量子計算、非平衡多体量子状態、

光誘起超伝導や量子カオス、量子スピン系、超伝導、非平

衡場の理論、開放量子系の相転移やトポロジカル状態など

がある。講演者 25 名は全員招待講演者であり、所属機関

は日本 11 名、アジア 5 名，ヨーロッパ 3 名、アメリカ 6

名、うち女性は 3 名という内訳であった。 

 

研究会では、日本時間の深夜の開催であるにもかかわらず、

常時 70 名以上の参加者がいた。各の講演は質問を含め各

30 分の持ち時間が設定された。特に若い参加者を中心に

数多くの質問がなされており、非常に活発な議論が展開さ

れた。 

 

本研究会の総括：招待講演者は基本的には若手研究者限定

ということで、いずれの発表も力がこもっており、熱気が

感じられた。量子物性理論の最先端の研究内容に触れるこ

とができたという点で、純粋にオンラインの研究集会とし

ては成功していたといえる。一方で、日本版の

“Korrelationstage”、すなわち「若手研究者のための研究

会」をめざす、という点では改善の余地もある。まず、現

地開催することで、講演とそれに関する質疑にとどまらな

い、より深い交流が必要とも感じた。さらに、より広い分

野の若手研究者を招待できるような工夫も必要である。こ

れらを踏まえたうえで、コロナ終了後も隔年くらいの頻度

で “New Trends in Quantum Condensed Matter Theory”

ワークショップを継続することを検討している。 

 

本ワークショップの開催にあたって多大なご協力を頂いた

森初果所長、アナウンスの準備等を担当して頂いた秘書の

河上さん、桑原さんに感謝します。 
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7 月 26 日  

1. Patrick Ledwith (Harvard) 

The geometry of Chern bands in twisted bilayer graphene and implications for fractional Chern insulator phases 

2. Jian Kang (Soochow U) 

A new perspective on the Bistritzer-MacDonald model and the emergent itinerancy in twisted bilayer graphene  

3. Kosuke Mitarai (Osaka U)  

Quantum algorithms for quantum many-body systems on near-term quantum computers  

4. Zongping Gong (MPIQO)  

Topological aspects of quantum cellular automata in one dimension   

5. Ruben Verresen (Harvard U) 

Towards realizing toric code topological order in the lab   

 

7 月 27 日 

6. Fencheng Wu (Wuhan U)  

Quantum Simulation in Moiré Bilayers  

7. Pavel Volkov (Rutgers U) 

Twisted Nodal Superconductors  

8. Tatsuya Kaneko (Columbia U) 

Light-induced -pairing in Mott-Hubbard systems  

9. Laimei Nie (UIUC) 

Many-body quantum chaos: an entanglement perspective  

10. Tokiro Numasawa (U Tokyo) 

Symmetry breaking, Quantum chaos and wormholes in coupled SYK models  

 

7 月 28 日   

11. Satoru Hayami (U Tokyo) 

Bottom-up design of momentum-dependent spin-split band structures in spin-orbit-coupling free 

antiferromagnets  

12. Anna Keselman (Technion)  

Spectral Signatures of Quasiparticle Interactions in Quantum Spin Chains  

13. Owen Benton (MPIPKS)  

Routes to Higher-Rank Coulomb Spin Liquids  

14. Akito Daido (Kyoto U) 

Intrinsic mechanism of superconducting diode effect  

15. Shintaro Hoshino (Saitama U)  

Interaction and disorder effects on Bogoliubov Fermi surfaces  

 

7 月 29 日 

16. Subhro Bhattacharjee (ICTS, Bangalore) 

SU(4) Dirac fermions on honeycomb lattice  

17. Naoto Shiraishi (Gakushuin U) 

Undecidability in quantum thermalization  
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18. Xueda Wen (Harvard/ U Colorado) 

Randomly driven quantum critical systems in (1+1)d  

19. Masaya Nakagawa (U Tokyo) 

Dissipative Hubbard model: magnetism, superfluid pairing, and exact solution  

20. Tsuneya Yoshida (Tsukuba U) 

Correlated systems with non-Hermitian topology  

 

7 月 30 日 

21. Long Zhang (KITS, University of Chinese Academy of Sciences) 

Conformal Boundary Conditions and Boundary Criticality of Symmetric Quantum Spin Chains  

22. Yizhi You (Princeton U) 

Plaquette-dimer liquid beyond renormalization   

23. Adrian (Hoi-Chun) Po (HKUST) 

Symmetric Jordan-Wigner transformation in higher dimensions  

24. Tatsuhiko Ikeda (U Tokyo) 

Nonequilibrium steady states in periodically driven dissipative quantum systems  

25. Takashi Mori (RIKEN) 

Spectral analysis of the relaxation time in open quantum many-body systems  
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